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方法としてのアジア／方法としての沖縄 
OKINAWASIAS WORKSHOP 2011 

日時 2011 年3 月23 日（水）午後6 時～ 

会場 てぃるる 2 階会議室（沖縄県男女共同参画センター） 

報告 金 貴玉
キム  ギ オ ク

（韓国／漢城大学） 

   宋 連玉
ソン ヨンオク

（青山学院大学） 

応答  高里鈴代（基地・軍隊を許さない行動する女たちの会） 

コーディネーター 若林千代（沖縄大学） 
 主催    基地・軍隊を許さない行動する女たちの会 
     「方法としてのアジア／方法としての沖縄」研究会 
問い合わせ すぺーす結（098-864-1539）沖縄大学地域研究所（098-832-5599）  

「忘れられた戦争」「知られざる戦争」と言われる朝鮮戦争。しかし、朝鮮戦争は沖
縄がアジアにおける米軍の要塞基地となる大きな契機となりました。今回のワーク
ショップでは、朝鮮現代史研究者の金貴玉氏、宋連玉氏らを迎えて、女性の視点か
ら沖縄戦や朝鮮戦争、アジアにおける軍事主義を問い直し、帝国主義と植民地支
配、冷戦のなかで作り出された軍隊と性暴力の構造について考えたいと思います。 

パブロ・ピカソ「朝鮮の虐殺」（1951年）パリ／ピカソ美術館所蔵 


